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【会社概要】

【取組時の状況】

【課題】
 塾での授業にデジタルツールを活用するための具体的な活用方
法が分からない。

 デスクトップパソコンからノートパソコンにデータを移行する
ための方法が分からない。

近年、授業のデジタル化が進んでおり、Google等のクラウドサー
ビスに関する知識習得の必要性を感じていた。

コロナ禍において授業にZoomを活用する等、業務のデジタル化に
ついて前向きに取り組んでいる。

令和６年度から通信制の高等学校の開校を予定しており、デジタ
ル技術の効果的な活用方法やパソコンを積極的に利用する働き方
を子供たちにも体験させたいと考えていた。

授業の記録管理や請求書の発行業務を、事務所のデスクトップパ
ソコンで行っており、少しの作業でも事務所に出勤していた。

【専門家の支援内容】
Googleが提供するクラウドツールの紹介と活用方法を、「クラウ
ドとは?」「GoogleとMicrosoft製品の違いとは?」などの基本的
な情報と併せて指導した。

Googleが提供する「Google Classroom」、「Googleフォーム」の機
能と操作方法を指導した。

授業記録簿と請求書をExcelからGoogleスプレッドシートへの移行
を支援し、「Misoca（クラウド請求書作成ソフト）」を利用して、
メールで請求書を送付する運用モデルを提案した。

Googleスプレッドシート:オンラインで利用できる表計算ソフト。
Google Classroom:
オンラインで課題の作成、配布、採点ができるサービス。

Google フォーム:
オンラインでWebフォームを無料で簡単に作成できるサービス。

（指導専門家:あおもりIT活用サポートセンター 風晴翔太）

【今後の展望】
 Googleの機能を使った授業や、講師間で資料の共有を行う。
Misocaを利用した請求書発行を本導入するなど、会計管理業務の
デジタル化を検討する。

【成果】

令和5年度実施

「Google Classroom」、「Googleフォーム」及び「Googleサイ
ト」を活用できるようになり、他のツールの導入意欲が高まった。

授業の記録管理や請求書の発行業務を事務所以外でも場所を問わ
ず作業できるようになった。


